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塩竈市立第一中学校 防災教育計画

教 育 目 標

校 是 「誇り」「希望」「理想」
目指す生徒像 「自ら学ぶ生徒」「心豊かな生徒」

生 徒 の 実 態 「たくましく生きる生徒」 地 域 の 実 態
学校教育推進のスローガン 「紳士・淑女が育つ学校」
～華があり 挨拶があり 美しい言葉で語れる生徒の育成を目指して～

防 災 教 育 の 目 標

○災害の自然的，社会的要因をつかみ，今後の防災体制を考える。
○災害から生命を守るのに必要な能力や資質の向上を図る。
○人間としての在り方・生き方を考え，生命を尊重する心を育成するとともに，他
者に対する思いやりや助け合いの心，ボランティア精神等を養う。

防 災 教 育 推 進 の 視 点

防 災 体 制 の 整 備 充 実 新 た な 防 災 教 育 の 推 進 指 導 力・実 践 力 の 向 上

○教職員の役割の明確化と家庭や地域及 ○防災主任を配置し，教育活動全体を通 ○教職員の防災リテラシーや応急処置能
び関係機関との連携 じた防災教育の推進 力の向上
○災害時の危機管理能力の向上と避難所 ○防災教育副読本の活用 ○心のケア等の校内研修会の充実
支援マニュアルの整備 ○長期的な心のケアの充実 ○新たな防災教育の指導方法･指導内容
○日常の安全管理と避難経路の点検 ○効果的な防災訓練の実施 の工夫

○大地震・津波に対する対応

各 学 年 の 目 標

１ 年 ２ 年 ３ 年

○人間としてかけがえのない生命を与え ○非日常的な生活を強いられた仲間の心 ○やさしさや思いやりの心をもちながら
られていることに喜びと感謝の気持ち 情や被災児童生徒の悲しみや苦しみの 生きていくことの大切さを理解させる
をもち，人間としてどう生きていくか 深さにふれることで，生命の重みや尊 とともに，進んで公共の福祉のために
を考える。 さについて考える。 尽くそうとする態度を養う。
○家族や社会の一員として，共に力を合 ○ボランティア精神及び勤労の喜びを理 ○地震や津波のメカニズムを理解し，安
わせて集団生活の向上に努めようとす 解し，ボランティア等の活動に積極的 全で快適な町づくりをするために必要
る態度を育てる。 にかかわろうとする態度を養う。 な環境整備について関心をもつ。
○自然災害について知るとともに，地域 ○地域の災害特性に気付かせるとともに ○災害時における学校が果たす役割につ
の状況をとらえることによって，災害 先人の被害への備えなどを調べ，地域 いて理解し，学校と地域の人々とのつ
の備えについて考え，防災意識の向上 における防災体制を考える。 ながりについて考える。
を図る。

○災害時に周囲の状況を的確に判断し，安全に避難する能力を身に付ける。
○災害時の応急処置について，その意義と処置法を身に付ける。

教 科 道 徳 特別活動 総合的な学習の時間

○科学的思考・判断力の育 ○生命の尊重，差別意識の解 ○日常的な備え，災害時の ○ボランティア精神及び実
成 消，異文化理解，共生等人 安全確保，的確な判断や 践的態度の育成
○災害のメカニズム，地域 権尊重の精神の育成 行動等実践的能力の育成 ○地域の災害の歴史を学び
特性，地域での支え合い， ○ボランティア精神及びやさ ○互いに協力し合い，自ら 今後の防災体制について
防災体制等の知識・理解 しさや思いやりの心の育成 困難を克服する態度や実 考える態度の育成
○防災意識の高揚 ○仲間づくり 践的能力の育成 ○防災意識の高揚（家族防
○ボランティア精神の育成 ○仲間づくり 災会議）・ボランティア
○応急処置法の体得 ○自主性やボランティア精 精神の育成・個別懇談･

神の育成 地区別懇談

〈連 携〉

家 庭 地 域 社 会

○防災意識の高揚（家族防災会議） ○ボランティア活動など様々な体験活動の機会や場の充実
○ボランティア精神の育成 ○防災リテラシーの育成
○個別懇談・地区別懇談会 ○自主防災組織，防災コミュニティ会議の開催


